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論文内容要旨

 第1報急性咽頭炎'における免疫グ・プリン産生細胞の動態

 急性気道感染において,扁桃の免疫学的応答を動的にとらえることを目的にして,急性咽頭炎と診

 断した19例の扁桃を部分切除して,螢光抗体法により,IgG・IgAおよび分泌性工gA産生細胞

 を検索した。病目とそれらの細胞との量的関係について,次の様な結果をえた。

 1)IgG産生細胞は,第1～4病目には,6例中,10が3例,ヂが3例,第5～9病目は,9

 例中,20が6例,30が3例,第10病田以降4例中,1。が2例,20が1例,30が1例というように,

 第5～9病目に産生細胞のふえた例が多かった。(なお,1。とは,400倍率で全視野に数個の細胞,

 2。とは,1視野に1～3個の細胞,3。とは,1視野に数個以上の細胞を示している。以下同様である)

 2)IgA産生細胞は,第1～4病田6例中,10が4例,20が2例,第5～9病田9例中,10が

 2例,20が3例,30が4例,第10病田以降4例中,10が1例,20が2例,30が1例で,IgG産

 生細胞と同様,第5～9病目に弓陽性細胞のふえた例が多かった0

 3)分泌性IgA産生細胞は,第1～4病日6例中,1。が3例,2。が2例,3。が1例,第5～9

 病目,病目9例中,ヂが3例,3。が6例,第10病日以降4例中,1。が2例,20が1例,3。が1例

 で,前二者同様,第5～9病目に陽性細胞のふえた例が多かった。

 以上のことから,扁桃におけるIgG・IgAおよび分泌性IgAの免疫グロブリン産生細胞は,いず

 れも急性咽頭炎の際,急性期である第5～9病目にあぎらかにふえてきたことから,感染に応答して

 いることが判明した。そのことは,急性気道感染症において,扁桃が免疫学的に重要な働ぎをしてい

 ることを示唆している。

 第2報扁桃抽出液における抗体の検索

 扁桃で産生された特異抗体を検索することを目的として,習慣性扁桃炎患者の摘出扁桃の抽出液を

 つくり,各種呼吸器ウィルス(インフルエンザA2ウィルス・パラィソフルエンザウ'イルス1型・同

 2型・同3型・風疹ウイルス・麻疹ウイルス・ムソプスウイルス・RSウイルス)のHI抗体および

 中和抗体を検索して次の結果をえた。

 1)扁桃抽出液には,インフルエンザA2ウイルスに対して高いHI活性を示し,風疹ウイルス

 やパラインフルェ'ソザウイルス1型に対して中等度のHI活性を示したが,RDE処理またはカオリ

 ン処理によりほとんど除去され,これらの活性は,正常インヒビターによるものと考えられた。

 2)扁桃抽出液には,高い中和抗体活性は認められず,若干例に4倍といづ低い中和抗体価を認
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 めたにすぎなかった0

 3)扁桃抽出液中に,検出されたわずかなHI抗体は,7S抗体であったが,その大部分はIgG

 であり,IgAは1わずかにふくまれていたにすぎない。

 以上のことから,扁桃抽出液からは,扁桃由来の抗体は証明されず,わずかに示された活性は,血

 中抗体の混入と考えられた。厳密にいえぽ,これらの抗体活性が,扁桃由来のものでないという直接

 証拠はないが,すくなくともこれらの活性が,扁桃由来のものであるという証拠もまたないので,血

 中抗体の混入と考えるのが自然である。

 したがって,第1報で述べたように,扁桃で免疫グロブリンが産生されることは,確かであるが,

 扁桃抽出液を用いて特異抗体を検索することは,現段階では不可能といわざるをえない。
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 審査結果の要旨

 本研究はまず急性咽頭炎において,扁桃の免疫学的応答を動的にとらえることを目的として,扁桃

 組織の一部を切除して,螢光抗体法により1gG,1gAおよび分泌性1gA産生細胞を検索し,病日

 とそれらの細胞との量的関係を調べた。その結果,扁桃における1gG,1gAおよび分泌性1gAの

 免疫グロブリン産生細胞はいずれも急性咽頭炎の際,急性期(第5～9病日)にあきらかに増加して

 いることを認め,感染に応答していることを証明した。

 次いで,扁桃で産生された特異抗体を検索することを目的として,習慣性扁桃炎患者の摘出扁桃の

 抽出液をつくり,各種呼吸器ウイルスのHI抗体および中和抗体を検索した。

 その結果,扁桃抽出液からは扁桃由来の抗俸を証明することはできなかった。そしてわずかに示さ

 れた活性は血中抗体の混入と考えている。

 以上の成果は扁桃の免疫に関する研究に寄与するところがあるものと認める。

 よって学位授与に値する。
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